
30分でわかる 
勝ち組企業の 
プロジェクトＥＤＩ 

ＥＤＩが 
    わかる本 
ＥＤＩが 
    わかる本 
ＥＤＩが 
    わかる本 



経理部長（志村さん） 経理ＯＬ（中村さん） 

取引先社員（仲町さん） 営業（若木さん） 

先　生 プラネッ太くん 

登 場 人 物 紹 介  

52歳、仕事熱心、 

新しいものは苦手、 

妻と娘（20歳）の 

3人家族 

最近転職してきた23歳、 

新しいこと大好き、 

要領が良い、彼氏なし 

32歳、新婚、 

元気がいいが 

おっちょこちょい 

経理担当、30歳、 

独身、海外旅行好き 

EDIを誰よりも深く 

理解している謎？の先生、 

プラネッ太くんに対抗して 

雲に乗っている 

とある惑星に住む星の精、 

何にでも興味を持つが 

難しいことは苦手、 

いつも空を飛んでいる 



2．EDIサービス紹介（活用編） 

1．EDI攻略（初級編） 

C o n t e n t s

ＥＤＩ...（Electronic Data Interchange）電子データ交換の略。企業間でコン
ピュータによる通信を介して、取引に必要な発注～決済などのデータを
交換することにより取引業務を完結すること。 
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データベースを活用した理想的標準ＥＤＩへ 

業界ＶＡＮで「いいＥＤＩ」を 

ＥＤＩを実現しよう（業務編） 

ＥＤＩを実現しよう（ＩＴ環境編） 
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申し訳 
ありませんでした。 
お聞き違えた 
ようで…。 

本当に 
すみま 
せ～ん。 

またあのバカ！ 
受注ミスを 
やらかしたらしいぞ。
困ったなあ…。 

なんだ、 
そんな外国人 
なんか 
うちじゃ雇え 
ないぞ。 

そうだ、EDI 
ですよ！部長！ 
確か、取引先との 
やり取りを 
電子的に処理 
してくれる 
仕組みのことで…。 

えっ！ 
また若木さんが 
受注ミスしたの！ 

ん？ 
なんだその 
いーでぃ… 
って 
いうのは 

前の会社では 
こんなミス 
ありえなかった 
ような…。 
EDI?
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ＥＤＩは業務改善に貢献し、経営のインフラとしての役割を果たします。 

ＥＤＩの役割 01

景気後退による消費不況が長らく続いた流通業界にも、ようやく景気の底入れ感が出てきました。しかし、流
通業界を取り巻く環境は、必ずしもよくなっているとは言えません。 
 
●増税・年金問題などへの将来不安や少子高齢化の加速により、市場成長は鈍化しています。 
●インターネットや携帯電話の普及により、消費者の選択肢が広がり、価値観やニーズも多様化しています。 
●酒類・医薬品販売に関する規制緩和、リサイクル法の施行など、流通制度も変化しており、異業種企業や外
資系企業の参入障壁が低くなりつつあります。 
●グローバル化で、企業の海外進出・調達が増えたり、優秀な人材の流出で人材確保が難しくなっています。 
●規模が小さい企業や、レガシー問題

＊
を抱えている企業では、高度情報化が十分に進んでいません。 

●相次ぐ企業不祥事の影響で、企業の社会的責任に対する関心が高まっています。また、個人投資家の増加
で、投資先としての企業価値への関心も高まっています。 
 
 
 
 
 
 
ＥＤＩは、このような環境変化に直接、あるいは間接的に対応するための手段となり得ます。ＥＤＩの役割は、大
きく2つに分けられます。 
 

1．取引業務の効率化 
●市場成長の鈍化で、ますます低コスト体制と顧客へのきめ細かなサービス体制づくりが必要となります。
ＥＤＩの活用で業務の合理化、省力化、人的ミスの削減などができ、低コスト体制づくりが図れます。 
●グローバル化や流通制度の変化で、異業種企業や外資系企業との取引が増える可能性が高まります。
国際標準に対応できるＥＤＩを導入することで、取引がスムーズになります。 
●ＥＤＩ導入で取引業務の自動化を進めると、ペーパーレスを推進できます。このことは、企業の社会的責
　任のひとつである「環境への配慮」につながります。 
 

E D I の 役 割  E D I の 役 割  

流通業界を取り巻く環境 

ＥＤＩの役割 
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ＥＤＩの役割01
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E D I の 役 割

2．戦略的経営の実現のためのインフラ
●消費者の変化に伴い、流通業は「消費者基点」での経営を求められています。そして消費者が何を求めて
いるか、何が売れているかをすばやく把握し、店頭につなげるしくみづくりが必要です。EDIはそのような
しくみの前提条件となっています。
●企業のＩＴ投資への負担感が増していますが、ＥＤＩサービスを提供・運営しているＶＡＮ会社

＊
を利用する

ことにより、ＩＴ投資の負担を軽くし、費用対効果をアップできます。
●消費者の商品の安心・安全への意識が高まっており、商品がどのような過程を経て消費者のもとに届く
のかという情報を開示することが望まれています。トレーサビリティシステムの実現に、ＥＤＩが果たす
役割は大きいと考えられます。

EDIは単なる取引業務の効率化だけではなく、いろいろな
ことに役立っているんだね～。もっと勉強しなくっちゃ。

EDIの役割

流通業界を取り巻く変化

だ
か
ら
こ
そ
、

Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
必
要
な
の
で
す
。

・外資参入
・海外進出・調達
・人材の流出

取
引
業
務
の
効
率
化 

戦
略
的
経
営
実
現

・少子高齢化
・将来への不安

・企業不祥事による

  信頼失墜・投資先としての

  企業価値への関心

・イ
ンタ
ーネ
ット
普及

・ＩＴ
投資
の負
担感

・レ
ガシ
ー問
題

・人
材確
保困
難

・規制緩和、リサイクル法の

  施行・異業種企業や外資系企業

 の参入

市場成長の
鈍化企

業
の
社
会
的

責
任
の
増
大

高
度
情
報
化

グローバル化

流
通
制
度
の

変
化

消
費
者
の

変
化

・イ
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ーネ
ット・

 携
帯端
末の
普及

・価
値観
やニ
ーズ
の

 多
様化

流通業界

それはいい心がけだね。EDIひと筋23年の私が解説して
あげよう。
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なんで 
こんなに 
伝票ばかり 
なのー？ 

そう言わずに。 
君が入ってきた 
おかげで 
ずいぶん山が 
減ったよ。 

僕の分は 
これっぽっち！ 

部長…！ 
なんでこんなにうちは 
伝票ばかりなんですか？ 
もう…。 
このパソコン 
使えないんですか？ 

僕の営業力の 
おかげさ！ 
会社のために 
愛する妻のために 
頑張ってる結果 
だよ！ 
 

もう 
若木さんだけだよ、 
幸せなのは…。 
は～、まったく。 
なんとかしなくちゃ！ 

仕事、仕事！ 
付き合って 
られないわ！ 
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EDIにはいくつかのレベルがあり、交換できるデータの種類やフォーマット
＊
 

などが標準化されているかどうかによってレベルが異なります。 

あなたの会社のＥＤＩレベルを知ろう 02

まずはあなたの会社のＥＤＩレベルをチェックしてみましょう。 
このＥＤＩレベルは、企業の取引業務効率化の進化の過程を表しています。 

あなたの会社のＥＤＩレ ベ ルを知ろう  あ な た の 会 社 のＥＤＩレ ベ ルを知ろう  

オンライン
＊
未導入の状態です。

すべての取引業務は伝票を通
じて行っています。受発注業務
の中心は電話やFAX、あるいは
セールス受注です。注文の聞き
違いや伝票への転記ミス、コー
ドの検索ミス、入力ミス等が起
こりやすく、入力後のチェック作
業も必要となります。 

オンラインで発注のみができる
状態です。発注書をＥｘｃｅｌなど
で作成し、電子メールに添付し
て取引先に送信するのも、広い
意味ではＥＯＳに分類されます。
主に受発注業務の効率化を図
るために導入されますが、決済
に至る業務においては、人手を
介するため、十分な効率化が図
られているとはいえません。 

オンラインで発注から決済まで
の取引業務が行える状態です。
ただし、個別仕様のシステムの
ため、取引先に個別仕様への対
応を依頼する必要があります。
業務の効率化は進みますが、一
方で個別仕様がネックとなり、
複数の取引先同士で利用でき
ないというデメリットも生じてき
ます。 

1 紙伝票 2 ＥＯＳ 3 個別ＥＤＩ 

ＥＤＩレベルチェック！ 



PointPoint

1
．E
D
I
攻
略（
初
級
編
） 

2
．E
D
I
サ
ー
ビ
ス
紹
介（
活
用
編
） 

ＥＤＩレベルが高いのは理想的標準ＥＤＩ 

5

あなたの会社のＥＤＩレベルを知ろう 02

オンラインで発注から決済まで
の取引業務が行える状態です。
フォーマットは標準化され、複数
の取引先同士で利用できるシ
ステムです。ただし、この段階では、
データ項目の使い方やコード
の標準化はなされていないため、
自社システムとの間で取引先ご
とに項目の変換やコード変換

＊

が必要になります。 

標準EDIと同様に、オンラインで
発注から決済までの取引業務
が行える状態です。フォーマッ
トは標準化され、複数の取引先
同士で利用できるシステムです。
さらに、データ項目の使い方や
コードも標準化されており、取
引先ごとに行っていた無駄な項
目変換やコード変換が不要にな
ります。理想的なＥＤＩです。 
 

あなたの会社のＥＤＩはどのレベルかな？ 

これから、ＥＤＩを導入するなら、いちばんレベル 

の高い「理想的標準ＥＤＩ」を目指そう！ 

4 標準ＥＤＩ 5 理想的標準ＥＤＩ 

基本的には、紙伝票＜EOS＜個別EDI＜標準EDI＜理想
的標準EDIの順に利用メリットは大きくなるんだよ。しかし、
現状を改善するために、今あるシステムより1つ上のシス
テムを導入すればよいというものでもないんだ。これか
ら導入するなら『理想的標準EDI』を検討すべきだよ。 

え、そうなの？ 最初から理想的なところを目指すなんて
できるの？ 
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どうした、若木？ 
夕べ夫婦喧嘩でも 
したか？ 
あはは。 

部長…。 

この頃、一所懸命に 
お客さんを回っても 
ちっとも注文がもらえ 
なくて… 。　 
とほほ。 
　　　 

ん？ 
中村さん、 
何やってん 
の？？ 

彼女はいま 
受注作業中だよ。 
どんどん注文を 
受けているぞ。 

どうやら 
パソコンの勝ち 
みたいだな。 
若木のような 
ミスも無いし。 
　　 まるで僕の 

代わりだ。 
そんな～ 

1 2 43

6

発注業務の効率化を図るため、最初に導入されたのがオンライン受発注
のしくみです。 

03

オンライン取引が導入されていない場合、受発注業務は電話やＦＡＸ、あるいはセールス受注が中心となりま
す。電話での受発注の場合、担当者同士の直接のやりとりになるため、注文の聞き違いや伝票への転記ミス、
コードの検索ミス、入力ミスなどが起こりやすく、入力後のチェック作業も必要です。発注側では、取引先へ
直接電話やＦＡＸで連絡する必要があるため、発注担当者が何人も必要な上、時間もかかります。受注側では
すべての取引先に対応できるよう各受注拠点に受注担当者を何人も配置する必要があり、人件費や通信費
などの面でコスト高だと言えます。 
 
 
 
 
Electronic Ordering Systemの略称で、電子発注システムと呼ばれています。日本では1970年代に、
主に小売業の発注業務効率化を図るために導入されたシステムです。通信プロトコル（接続の方法）が
統一化され、誰でも簡単に受発注できるということで、小売業と卸売業の間で広く普及しました。 
 
 

 
 

●ＥＯＳは、コンピュータで処理された発注データを、人手を介すことなく取引先に提供できるため、転記ミス、
入力ミスなどがなくなります。 
●発注担当者は、複数の取引先へ同時に発注できるようになり、発注業務が大幅に効率化できます。 
●より多くの取引先とＥＯＳを利用することによって、業務の効率化やコスト削減効果が高くなります。 
 

紙伝票からＥＯＳへ  紙 伝 票 からＥＯＳへ  

紙伝票からＥＯＳへ 

紙伝票での取引 

ＥＯＳのメリット 

ＥＯＳとは 
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紙伝票からＥＯＳへ 

7

紙伝票からＥＯＳへ 03

●取引のある2社間で、フォーマット（データ形式）やデータ項目の使い方、コード（商品や取引先のコード）
について取り決めを行う必要があり、多くの場合は発注者主導で決められます。そのため、受注者側は、
取引先ごとにフォーマット変換やコード変換を行わなければならず、新たな負担となります。 
●EOSでは固定長フォーマット

＊
が使用されているため、データ項目を増やすとＥＯＳを接続しているすべて

の取引先がシステムを変更しなければなりません。システムのメンテナンス性が非常に悪いといえます。 

EOSを導入すると紙の伝票がなくなるんだよね？ 

確かに発注伝票はなくなるね。でも通信手順やシステム
などは30年前に形作られた方式で、現在はフォーマット
が3,000種類も存在するといわれている。将来にわたっ
てこのシステムを維持するには、多大なメンテナンスコ
ストを覚悟しなければならないんだよ。 

ＥＯＳのデメリット 

紙 伝 票  E O S
受発注業務の中心は 
電話やＦＡＸあるいはセールス受注 

ＥＯＳとは、電子発注システム 

課 題 点  

メリット 業務の効率化やコスト削減効果 

フォーマット（データ形式）やデータ項目の使い方、コード（商品や取

引先のコード）について、各々取り決めを行う必要があるので、取引

先ごとにフォーマット交換やコード変換を行う必要がある。 

受注者側には新たな負担が・・・ 

複数の取引先へ同時に発注でき、 
転記ミス・入力ミスがなくなる。 

コンピュータで処理されたデータを人手を介す

ることなく取引先へ提供できる。 

発注業務の効率化 

発注担当者は、複数の取引先へ同時に発注で

きるようになる。 

直接電話やＦＡＸで連絡する必要があるため、

各拠点に受発注担当者を配置、人件費・通信費

等のコスト高 

注文の聞き違いや伝票への転記ミス、入力ミス

入力後のチェック作業 

紙 伝 票  E O S紙 伝 票  E O S
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中村さん、 
君が提案した 
EDIというのは 
どうなって 
いるんだい？　 

確かに伝票の山は 
減ったような 
気がするな、 
そういえば。 
少しは。 

部長、 
そう簡単ではないんですよ。 
ＥＤＩだって 
いろんな段階があって、 
うちだけが勝手に進めちゃ 
だめなんですもの。 

ん？ 
どこ行くの？ 

はは～、仲町くんと打合せねぇ…。 
あいつは独り身だから 
個別に打合せが必要なんだろ！ 
ははは。 

そんなんじゃ 
ないです！ 

取引先に行ってきま～す！ 
まずはあそこと一緒に 
EDI進めようと、 
仲町さんトコで 
打合せで～す。 
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個別EDIの導入で、受発注以外の取引も電子化できます。 

04

ここでいう個別ＥＤＩとは、複数のデータ種類（受発注、入荷検品・物品受領、売上・仕入、請求・支払など）を扱
える企業間電子データ交換システムのことを指します。後述する標準ＥＤＩとは異なり、フォーマットやコード
は標準化されておらず各社個別仕様です。 
 
 
 
 
●複数のデータ種類を扱えるようになるため、業務の自動化が進み、発注から決済までの業務効率がアップし
ます。 
●導入を持ちかけた側がフォーマットやコードを決め、相手側がこれに対応することが慣例となっているため、
持ちかけた側は自由度が大きいといえます。 
 
 

 
 

●フォーマットやコードが各社各様のため、特定の取引先と個別に取り組む必要があります。　 
●取引のある2社間で、フォーマットやコードについて取り決めを行う必要があり、ＥＯＳと同様に多くの場合
は発注者主導で決められます。そのため、受注者側は、取引先ごとにこれらの取り決めを行い、フォーマッ
ト変換やコード変換を行わなければならず、新たな負担となります。 
●ＥＯＳに比べ、ＥＤＩは取り扱いデータ種類も多く、取引先からの導入要請に対応できる企業が限られるため、
特定の取引先との取引業務しか効率化できません。 
 

ＥＯＳから個別ＥＤＩへ  ＥＯＳから個 別ＥＤＩへ  

ＥＯＳから個別ＥＤＩへ 

個別ＥＤＩとは 

個別ＥＤＩのメリット 

個別ＥＤＩのデメリット 
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個別ＥＤＩはＥＯＳの進化形 

個別ＥＤＩとは・・・ 

9

ＥＯＳから個別ＥＤＩへ 04

複数のデータ種類（受発注、入荷検品・物品受領、売上・仕入、請求・支払など）を扱える 
企業間電子データ交換システム 
 

業務フロー 

受発注 売上・仕入 請求・支払 入荷検品 
物品受領 

ＥＯＳではここまで 

 

個別ＥＤＩはすべてに対応 

個 別 Ｅ Ｄ Ｉ  個 別 Ｅ Ｄ Ｉ  個 別 Ｅ Ｄ Ｉ  

ただし、取引先ごとに取り決めをする点では 
ＥＯＳと同じように、フォーマット変換やコード変換が必要 

EOSに比べて個別EDIはカバーできる業務範囲が広いんだね。
他の伝票もいっぱいなくなりそう！ 早速、導入しようっと！ 

ちょっと待ちなさい。あせっちゃいけないよ。個別EDIは導入
を持ちかけた側のメリットが高い反面、持ちかけられた側に
はシステム対応の負担が大きいんだ。だから対応したがらな
いところが多くて、なかなか取引先が広がらないんだよ。 
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なんだかこの頃、 
机の上がすっきりして 
実にさわやかだなぁ！ 

昔が 
懐かしい 
ですか！ 

それは 
良かったですね、
部長！ 

そういえばね、 
君の進めているEDIだが、 
なんとなく分かってきたぞ。 

個別で話し合ってても、 
なぁ…。 
もっと多くの仲間と 
広い視点で付き合える 
“仕組み”が 
EDIなんだろ？ 
 

仕組み？って。 
…EDIの 
ことだったの？ 

ところで、例の 
取引先との付き合いは  
どんな感じで進んで 
いるのかね？ 

1 2 43

10

EDIの標準化で、さらに効率的な取引ができるようになります。 

05

中立的な機関によって標準化された規約にもとづいた企業間電子データ交換のことです。標準化された規
約とは①ＥＤＩ取引規約

＊
、 ②運用ルール

＊
、 ③フォーマット、 ④通信プロトコル

＊
の4つです。 

 
 
 
 

●送受信するデータは、標準メッセージとして伝票ごとに規格化され、項目の意味・属性も定められているた
め、特に相手を意識せず標準フォーマットと自社フォーマットの変換機能のみの開発で対応できます。 
●標準化されているため、企業間の力関係にかかわらず、データ交換をする企業同士が対等の立場で接続し
あえます。 
●標準ＥＤＩは、発注側も受注側も、相手によって個別にフォーマットを変換するシステムを準備することなく
他の取引先へ導入展開できるので、接続先を増やしやすく、その効果が投資回収につながります。 
 
 
 
 
特にありません。しいて挙げるなら以下の通りです。 
●発注側も受注側も標準化された規約を守らなければなりません。 
●標準化されるまで時間がかかる場合があります。新技術や新しいデータ種類が必要になっても、全体の合
意形成を得るため、一定の手順を踏んで標準化されます。 
●「標準化された規約」にコードの標準化は含まれていないため、その取り決めやコード変換作業が必要
です。 

個別ＥＤＩから標準ＥＤＩへ  個 別ＥＤＩから標準ＥＤＩへ  

個別ＥＤＩから標準ＥＤＩへ 

標準ＥＤＩとは 

標準ＥＤＩのメリット 

標準ＥＤＩのデメリット 



標準ＥＤＩとは・・・ 
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標準ＥＤＩだとＷin－Ｗinの関係に 
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個別ＥＤＩから標準ＥＤＩへ 05

標準EDIはEOSや個別EDIと異なり、双方がメリットを
得られるWin－Winの関係づくりができるんだ。この
段階ではじめて人も伝票も不要になり、ペーパーレスが
実現できるんだよ。 

標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  

中立的な機関によって標準化された 
規約にもとづいた企業間電子データ交換 

特定の相手を意識することなく、導入展開が可能 
双方にメリットが得られるＷin－Ｗinの関係 

Ａ
社 

Ｂ
社 

X 
社 

Y 
社 

標準化された規約 

①ＥＤＩ取引規約　②運用ルール　③フォーマット  ④通信プロトコル 

標準って、思っていたより 
ずっと大事なことなんだね。 
勉強になるな～。 
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部長。 
ちょっと 
お聞きして 
いいですか？ 

 
ん。 
なんだね？ 

私たちの仕事が 
すっきりしたと思ったら、 
最近若木さんを 
見なくなったんですが。 ま、 

まさか…。 

私たちの業界 
だけじゃなく、 
世界中が一つの言葉や 
ルールで繋がれれば 
もっと素晴らしい 
世の中になりますね！ 

おいおい、 
まるで 
若木は 
平和の 
使者だな！ 

いま彼はEDIを 
もっと取引先に広めようと 
走り回っているそうだよ。 
 

こんなにメリットが 
あるのなら！って。 

1 2 43

12

標準化されたコードを利用することが取引業務の自動化の鍵になります。 

06

ここでは、データベースを活用しコードまで標準化した標準ＥＤＩをこう呼んでいます。コードには主に商品コー
ドと取引先コード、拠点コードなどがありますが、標準ＥＤＩの規約にはコードの標準化は含まれていません。
そのため、理想的標準ＥＤＩの事例は数少ないのが現状です。 
 
 
 
 

標準EDIのメリットに加え、以下のメリットがあります。 
●商品コードや取引先コード、拠点コードなどが標準化されているため、各企業でコードの変換やメンテナン
スを行う必要がありません。 
●ほとんどの処理が自動化されるため、人件費を含む業務処理コストが大幅に削減できます。 
●企業間の業務提携や合併時に、システムやデータの移行、統合がスムーズに行えます。 
●業務系のシステム要員の大半は、戦略系のシステム要員にシフトできます。 
 
 
 
 

誰もが知っている「ＪＡＮコード」は、バーコードとして商品などに表示され、ＰＯＳシステムや受発注システム、
在庫管理システムなどに利用されており、共通商品コードとして流通業の情報システムになくてはならない
ものですが、このコードは「（財）流通システム開発センター」が企業の申請にもとづき付番・管理しています。
このように、コードの標準化といっても、実際にはコードをデータベース化し一元管理する組織がないと実現
が難しいと考えられます。 
フォーマット、データ項目、コード、運用ルール、料金負担ルールなどを標準化し、ＥＤＩとデータベースを継続運
用する組織が必要になります。化粧品・日用雑貨業界ではプラネットが理想的標準ＥＤＩを実現しています。 
 

データベ ースを活用した理想的標準ＥＤＩへ  デ ータベ ースを活 用した理想的標準ＥＤＩへ  

データベースを活用した理想的標準ＥＤＩへ 

理想的標準ＥＤＩとは 

理想的標準ＥＤＩのメリット 

理想的標準ＥＤＩの実現のために 
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これから導入するなら理想的標準ＥＤＩ 
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データベースを活用した理想的標準ＥＤＩへ 06

理想的標準EDIは、標準EDIの発展形なんだよ。現行の
システムを見直す際には、国際標準に準拠した理想的
標準EDIがお勧めなんだ。 

規約、データベースと国際標準か～。 
だんだん話が難しくなってきたような。 
理想を簡単に実現するうまい方法は 
ないのかな…。 

データベースを活用した理想的標準ＥＤＩへ 
 

理 想 的 標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  理 想 的 標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  理 想 的 標 準 Ｅ Ｄ Ｉ  

データベースを活用しコード（商品コード、取引先コード、 
拠点コードなど）の標準化までされた企業間電子データ交換 

各企業間で、コードの変換やメンテナンスを行う必要がなくなり 
ほとんどの処理が自動化されます 

ＤＢ 
A社 

B社 

C社 

X社 

Y社 

Z社 

参
照 

参
照 

標準化された規約 
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知ってる 
とも！ 

部長、VANて知ってますか？ 

これでも 
アイビー世代 
だったんだ！ 

やっぱりー。違いますよ、部長！ 
VANは今でも業界単位では広く 
利用されてるサービスなんですよ！ 

へぇ～。 

そうだな、 
EDIが取り持つ縁で 
我が社も 
国際化を目指そう！ 
ふふふ。 

　 
国際化ねぇ…。 
そういえば、 
彼は海外旅行好き 
だったねぇ…。 
あっそうか！ 
そこから国際化、 
なのね！ 

うちの会社も 
VANを使いながら 
国際化に向けた 
視野をもって、 
もっと大きく 
なりましょうよ！　 
 

1 2 43
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「業界VAN
＊
 はもう古い」という誤解があるようですが、サービスの充実し

た業界VANの利用は、理想的標準EDI導入を成功に導く近道です。 

07
標準ＥＤＩを導入しようとしても、すべての取引先との調整やシステム開発・増強を自社で行うのは現実的で
はありません。実際、EDIを導入する場合には、VAN（付加価値通信網）が提供するEDIサービスが利用され
ることが多いようです。VANの一般的なサービスとしては、各種のデータ伝送サービスやメールサービス、
通信速度・通信プロトコル・データフォーマットなどの変換サービスが挙げられます。加工食品業界や医薬品
業界、化粧品・日用雑貨業界、ペット業界、大衆薬業界など、業界単位での取引には、業界VANが利用されて
います。 
 
 
 
●標準仕様（ネットワーク、通信手段、フォーマット）に対応したシステムを１つ用意すれば、既に同じVANを
利用している複数の企業と極めて早期に標準EDIを実施できます。 
●サービスが充実している業界VANを利用すると、個々の取引先と通信システム上の調整を行う必要があ
りません。 
 
 
 
●多数の企業が共同でシステムを利用するため、1社単独で複数の取引先とネットワークを構築する場合や、
プライベートVAN

＊
を利用する場合に比べ、初期投資とランニングコストをともに安く抑えることができ

ます。 
 
 
 
●不正アクセスや情報の改ざん・破壊などに対するセキュリティと、通信パフォーマンス・信頼性が高いネット
ワークを利用できます。 
●業界VANはデータの中身を見ない方針のため、自社のデータが他社に漏れることもありません。 
 
 
 
●サービスが充実している業界VANでは、標準化された商品データベース

＊
、取引先データベース

＊
を利用す

ることができます。理想的標準EDIに不可欠なコードの標準化を早期に実現することができます。 
 

業界ＶＡＮで「 い い E D I 」を  業 界ＶＡＮで「 い い E D I 」を  

業界ＶＡＮで「いいEDI」を 

 

1．取引先の拡大が容易 

2．システム開発コストや運用コストが安価 

3．安全で信頼性の高いネットワークの利用 

4．データベースサービスが充実 
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業界ＶＡＮも利用してスムーズなＥＤＩ導入を PointPoint
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業界ＶＡＮで「いいEDI」を 07

●サービスが充実している業界VANでは、接続する取引先とプロトコルや文字コード
＊
、標準フォーマット

のバージョンが異なる場合、「システムを１つ用意すれば、VANを利用するすべての取引先とつながる」よ
うに相互変換を行っています。これにより、取引先のシステムレベルを気にせず、プロトコルやフォーマット
のバージョンアップを行うことができます。 

 
 
 
●一度決まった標準は永遠に使えるわけではありません。標準化の波は、業界から業際、業際から国際へと、
より広く世界的になってきています。広い視野で無理なく標準化を進められるのは、現時点では業界VAN
をおいて他にはないでしょう。 

業界VAN

A社 

B社 

C社 

D社 

W社 

X社 

Y社 

Z社 

EDI

ＤＢ 

標準化された規約 

業
界
V
A
N
を
使
う
と
理
想
的
標
準
E
D
I
を 

シ
ン
プ
ル
に
、安
く
早
く
実
現
で
き
ま
す 

「業界VAN」とひと口にいっても、いろいろあるからな～。
各種のデータ伝送サービスやデータベースサービス、
変換サービスなどが充実しているところを選ばないとね。 

おおっ、さっきまでの複雑な線が１本に！ 
みんなで「業界VAN」とつながればいいのか、 
これはシンプルだね～。『いいEDI』なら導入できそう！ 

これが「いいEDI」だ！ 

5．プロトコル、コード、フォーマットを相互変換 

6．国際標準に対応 
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しかしこれまでの 
僕たちの仕事は 
なんだったのかね？ 確か、 

EDIについて 
皆で真剣に 
考えたことが 
スタートでした！ 

何よりも、 
EDIの実績がある 
プラネットに 
相談したのが 
よかったんじゃない 
ですか、ね？部長？ 

もちろん 
簡単では 
なかったなぁ… 
 

EDI様様だね！ 
取引先も、 
僕も順調！ 
 

これを見たら、
どんどん 
EDI仲間も 
拡がって 
いくよー！　 

Ｂ社 
A社 

C社 
D社 

E社 

やあ、皆さん 
久しぶり！ 
お変わりない 
ですか！　 

若木さ～ん、 
大活躍じゃ 
ないですか！ 
ミスが無くなって 
まさに効率UP！ 

1 2 43
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EDI導入の前に、その目的や目標を関係者全員が共有することが重要です。 

08
ＥＤＩがどのように発展してきたか、どのようなメリット・デメリットがあるか、イメージはつかめたでしょうか。
次は、あなたの会社でＥＤＩを導入するとしたら、どのような準備が必要なのかをまとめました。実際にはもっ
と細かい手順を踏むことになりますが、おおまかなイメージをつかんでいただきたいと思います。 
まずは業務編です。 
 
 
 
何のためにＥＤＩを導入するのか社内で確認しましょう。通常、自社のシステム開発だけではＥＤＩを導入する
ことはできません。取引先との取り組みが必要となるため、お互いの導入メリットを確認し、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関
係を築きましょう。 
 
 
 
本格的な合理化のメリットを得るには、多くの取引先との接続が必要です。まずはどの取引先との間にＥＤＩ
を導入するのか、最終的にどこまでを接続先とするのか、目標と計画を立てましょう。 
 
 
 
本格的な合理化メリットを得るまで、従来業務と新業務を併行することになります。トップの強いリーダーシッ
プのもと、現場担当者が近い将来の理想的な業務体制をイメージし、一時的な不便さに納得できるようにす
る必要があります。 
 
 
 
継続的なＥＤＩ推進を行うための組織が必要となります。 
関連部署から1名以上のメンバーを選出し、ＥＤＩ推進プロジェクトチームを立ち上げましょう。 
 

ＥＤＩを実現しよう（ 業務編 ） ＥＤＩを実 現しよう（ 業 務 編 ） 

ＥＤＩを実現しよう（業務編） 

1.ＥＤＩ導入の目的を明確にする 

2.ＥＤＩ導入の目標と計画を立てる 

3.トップと現場担当者の納得・合意を得る 

4.社内体制を整備する 
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「いいＥＤＩ」を実現するためには PointPoint

ＥＤＩを実現しよう（業務編） ＥＤＩ導入フロー 
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ＥＤＩを実現しよう（業務編） 08

ＥＤＩ推進プロジェクトチームは、社内の調整に加えて、世の中の標準化の動向を調査し、吟味する必要があり
ます。ただ、闇雲に調べるのは時間がかかる上、研究中のものや、規模や業界に合わないものなどが含まれる
ので、チームが混乱する場合があります。 
まずは、標準ＥＤＩの実績があり信頼できる会社に相談してみましょう。 
 
 
 
ノウハウのあるＥＤＩサービス業者を利用することは確実な実現方法です。ただし、標準化については不得意
な業者が多いので、複数のＥＤＩサービス業者を比較検討し、総合的に判断しましょう。 
ＥＤＩサービス業者を選択するポイントは①標準化のレベル、②サービスレベル、③導入・運用コストになります。
導入・運用コストは安いが、標準化のレベルが低かったり、取引先を増やすのに苦労するようでは、浮いたコスト
以上に自社の人件費がかかってしまいます。 
ＥＤＩサービス業者の良し悪しが、目標達成に大きく影響を与えるということを覚えておいてください。 
ここまで進めば次はＩＴ環境の準備です。 

どの取引先との間で 
ＥＤＩを導入するのか 
目標を立てよう！ 
 

ＥＤＩ推進プロジェクト 
チームを結成！ 
 

ＥＤＩサービス業者の 
良し悪しが目標達成の 
大きなポイントだよ！ 
 

取引先とお互いの 
導入メリットを確認！ 
 

トップの強いリーダー 
シップのもと理想的な 
業務体制をイメージ！ 
 

世の中の標準化の 
動向を知っているのは 
実績のある会社 
なんだね！ 
 

ＥＤＩ導入の 
目的を 
明確にする 
 

ＥＤＩ導入の 
目標と計画を 
立てる 
 

トップと現場 
担当者の納得・ 
合意を得る 

社内体制を 
整備する 

実績のある 
会社に相談 
する 
 

ＥＤＩサービス 
業者を利用 
する 

EDIを導入するに際しては、関係者全員が共通の目的・目標
を持つことが非常に重要なんだよ。 

そのためには、社内体制を整備し、EDIサービスに精通した
会社との協働で『いいEDI』を実現していくことが大切なんだね。 

5.実績のある会社に相談する 

6.ＥＤＩサービス業者を利用する 
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部長、
そろそろ打合せが
始まりますよ！

お、そうだった。
仲町くんが
来るんだったな。

部長、
ご無沙汰しています。
EDIはうまくいって
　　ますか？

あ、
来た来た。

あっ、
違った！

確かにそうですね。
信頼できる安心感。
仲町さんだから、
実現できたと思う。

ははは！
で、君たちは
どうなんだい？
今度は私が
縁を取り持つぞ！

うちも
そうでしたから、
ご紹介できたん
です。
ほんとよかった。

仲町くんの
勧めてくれた
プラネットは
ベストパートナーだ。
業務も効率UP、
無駄なコストが減る
一方だよ。

1 2 43
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IT環境の準備には、様々な調整事項があります。

09
ここでは、「標準ＥＤＩ」の導入を前提に、ＩＴ環境の準備について触れたいと思います。

ＥＤＩは取引先との取り組みなしに導入することはできません。通信プロトコル、フォーマット、コード、導入ス
ケジュールなど、調整すべきことがたくさんあります。これらを自社で調整するか、ＥＤＩサービス業者にまか
せるか。取引先が多数ある場合、後者を選ぶのが現実的でしょう。

選択肢は3つ考えられます。①自社開発する、②開発ツールを購入する、③ＥＤＩサービスを利用する。一般的
に、自社開発は高い技術力と費用が必要なため、選べる企業は非常に少ないでしょう。開発ツールを購入し
システム構築までベンダーにまかせるか、システム構築と運用をＥＤＩサービス業者にまかせるか、どちらかを
選択するのが一般的です。

通信プロトコルにもいくつかの標準があります。国内標準として広く利用されているベーシック手順プロトコ
ル（ＪＣＡ手順、全銀手順など）と、インターネット標準プロトコル（ＡＳ2、ｅｂ-ＭＳ、全銀ＴＣＰ/ＩＰなど）があり
ます。30年前から続いているベーシック手順はその役目を終え消滅する運命にあります。迷わずインターネッ
ト標準プロトコルを採用しましょう。自社のシステムがオープン系の場合はＡＳ2かｅｂ-ＭＳ、ホスト系の場合
は全銀TCP/IPの相性が良いと考えられます。

標準フォーマットは、業界標準（業界により様々）と国際標準（GS1
＊
）の2つがあります。国際標準が理想ですが、

現時点では実証実験が行われている段階で、商用ベースでの実績はまだありません。（2008年10月現在）
取引先を増やすためには、業界標準も視野に入れてフォーマットを選ぶ必要があります。決め手になる標準
フォーマットが見つからない場合、業界標準と国際標準であればＥＤＩサービス業者（業界VAN）がフォーマット
変換をすることもあるので、ＥＤＩサービス業者に相談してみましょう。

ＥＤＩを実現実現しよう（ＩＴ環境編環境編 ）ＥＤＩを実現しよう（ＩＴ環境編 ）

ＥＤＩを実現しよう（ＩＴ環境編）

1．取引先との調整

2．システムの準備・増強

3．通信プロトコルの選択

4．フォーマットの標準化
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信頼と実績のある会社選びが大切 

ＥＤＩを実現しよう（IT環境編） ＩＴ環境の準備 
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ＥＤＩを実現しよう（ＩＴ環境編） 09

（財）流通システム開発センターでは、ＪＡＮメーカーコードと共通取引先コード（2007年よりどちらもＧＬＮ）
というメーカーと企業（本社）を識別する標準コードが一元管理されています。理想的標準ＥＤＩでは、データ中
のコードはすべて標準コードを使用することになるので、ＪＡＮ商品コード（2007年よりＧＴＩＮ）、伝送先コード、
届け先コード、物流拠点コードなど様々な意味合いのコードを標準化する必要があります。これらのコードを
標準化し、データベースで提供している標準化レベルの高いサービス業者を探しましょう。 

1・自社開発する 
2・開発ツールを購入する 
3・ＥＤＩサービスを利用する 
運用を含めると…3かな？ 

決め手になる標準 
フォーマットがなければ 
ＥＤＩサービス業者に 
相談してみよう！ 

通信プロトコル、 
フォーマット、コード、 
導入スケジュールなど 
調整すべきことは 
盛りだくさんです。 
 

インターネット標準 
プロトコルが 
これからは主流！ 
 

標準化レベルの高さが 
サービス業者を 
選ぶポイントだよ！ 
 

取引先との 
調整 

システムの 
準備・増強 

通信プロトコルの 
選択 

フォーマットの 
標準化 コードの標準化 

 

標準EDIネットワークを自力で実現するのは現実的ではないんだ。
信頼と実績のあるサービスを利用するのがベストだよ。 

信頼と実績のあるサービスって…。簡単に見つ
けられるのかなぁ。 

では、次の『活用編』を読んでみなさい。 

5．コードの標準化 
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